


要約:

就学前の極低出生体重児を対象に NICU 入院中の拡大や左右差などの形態異常と長期予後

との関係を調査した．当院 NICU に入院した極低出生体重児のうち,退院時に頭部 CT 検査

を施行され,6 歳時の発達評価が可能であったものを対象とした．NICU 退院時の頭部 CT に

て脳室形態を評価し,6 歳時の発達検査結果との関係を調べた．入院数は 114 名で 99 名

(86.8%)が生存退院した．プロトコールに該当する症例は 63 名でうち 3 名が CP,2 名が

CP+MR,6 名が MR(FIQ≦70)であった側脳室前角(側脳室前角の最大外側幅/大脳最大横径≧

3.0)または体部の拡大(側脳室体部の最小径/大脳最大横径≧3.0)は,正常の 10.3%(4/39),

境界の 8.3%(1/12),CPの 33.3%(1/3),MRの 33.3%(2/6),CP+MRの 100%(2/2)に認められた．

今回の調査で退院時頭部 CT 検査における軽度または中等度の脳室拡大と 6 歳時の発達検

査結果との間には相関を認めなかった．しかし,高度の脳室拡大(を認めた 10 名うち 6 名

になんらかの発達障害を認めた．このことから極低出生体重児の軽度から中等度の脳室拡

大は生理的なものであると思われるが,高度の脳室拡大は発達障害の危険性があるとかん

がえられた．


